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視察 (研修)項 目 中山間地域の農業政策・鳥獣被害の現状と対策

参 ブ
'日

者 創生会・公明党議員

視察 (研修)内容 講師 :農林水産省農村振興局地域振興課長 松本雅夫氏
1.中 山間地域の農業政策
。中山間地域の高齢化や人口減少に伴う耕作放棄の現状

。それに伴う国の考え方と交付金等の支援制度について

・制度活用による取組事例

講師 :農林水産省農村振興局農村政策部

鳥獣対策・農村環境課 ′鳥獣対策室長 尾室義典氏
2.鳥獣被害の現状と対策
・鳥獣被害の状況と対狩猟者の状況

・国としての対策

所 感 1.中山間地域の農業対策
。中山間地域の農業については、高齢化により継承が難 し

い状況は他府県でも同じ状況となっている。

。この中で、事例 として農作業を受託組織 として法人化す

る事例や海外への輸出 (福島県産の米を中東で冷めても

美味しいす しとして、米をブラン ド化 して輸出する)の

事例があつたが、その中にも米作 りに対するス トー リー

もつけて輸出している。

。今後、6次産業としてのブラン ド展開を地域起こし協力

隊を活用 し展開することや、輸出も含めコーディネータ

ーが必要。

・ ICTや IoT、 データーの利活用を行い、農作のノウ
ハウを継承することも必要と感 じた。

▼



2.鳥獣被害の現状と対策
・鳥獣対策については、他府県でも同じ状況ではあるが、

狩猟免許取得者が若年化しているも      ―   ‐

。鳥獣被害防止特措法により、都道府県知事から市町村長

に権限が委譲されているが、これについては、非常に難

題と思つたが、国の支援がまだまだ必要と感じた。


